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請 願 件 名

　県教委は、「県立学校あり方検討委員会」の報告を受けて県立高校の
統廃合計画案をつくっています。報告には「学校の廃止も含めた大幅な
統合・再編の必要がある」とあります。さらに、学校の適正規模を「１
学年４～８学級」から「１学年６学級～８学級」へと変えています。私
たちは、今回の統廃合には、以下の重大問題があると考えます。
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　第１に、滋賀県から多くの県立高校がなくなることです。報告の「物
差し」を当てると、４６校のうち２５校が統廃合の対象校になります。
少なくて７校が、公私比率を見直し公立を７０％に下げると、さらに５
校が削減されます。
　
　第２に、適正規模の高校を大規模化し学校の教育力を下げることで
す。
　大方の教育関係者は、子どもたちの発達にとっての適正な学校規模は
「１学年５～６学級」だと考えています。「あり方検討委員会」の「報
告」も「高等学校関係者への聞き取りによると、６学級規模が最も適切
であるとする考え方が多く聞かれます」と述べています。その規模な
ら、担任が、自分が属する学年の全クラスの授業を担当し、生徒の生活
や活動、つまづきや成長の状況を共有することができます。３年間を通
しての教職員と生徒の関係の深さは生徒の発達にとって重要なことで
す。生徒自身が、学年や学校全体で自主的な活動をすすめる上でも有効
です。県教委も、これまで「１学年４～８学級」を適正規模とし、これ
に学科や地域性などの諸条件を加味して、３学級や９学級以上の学校も
認めてきました。
　１学年の学級数は、今後、２０１８（平成３０）年度まで、ほぼ６学
級で推移します。これは、ちょうど良い学校規模です。
　県教委は「生徒減の多い地域がある」と説明します。しかし、平均７
学級程度にするとして、一方で、学科や地域性などの事情で４～５学級
の学校を残す必要があります。そうすると他方で、８学級や９学級以上
のマンモス校が残り増加することになります。
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　県及び県教育委員会が一方的に県立高校の統廃合をすすめないよう、
滋賀県知事、県教育委員会に対して意見書を提出すること。

川崎　益弘、西川　与平

【請願項目】

　県教委は、「県の財政難」を理由にします。しかし、子ども一人当た
りに使う県のお金は、全国の４４位～４７位で、毎年最下位クラスで
す。県財政で見直すところはまだまだあります。
　県教委は、他府県の「統廃合の進行」を理由にします。しかし、「滋
賀県」は統廃合がすすんでいなくても、子どもの減少率が少なく学校規
模は全国平均よりも大きいです。

　いま、ほとんどの父母・県民が事態を知らないまま、子どもの未来を
左右する重大な統廃合計画がつくられ実施されようとしています。すく
なくとも、父母・住民の意見を踏まえた市町議会と教育委員会の意見を
聞くべきです。
　以上を踏まえて、下記のことを要望します。

　第３に、公立高校の数と募集定員が減らされると、希望しても高校へ
入学できない子どもたちが一定数出てくる可能性があることです。公立
高校の枠が狭くなり、格差と貧困の広がりの中で、私学への入学も難し
い場合があります。
　
　第４に、教職員の年齢層が中高年に偏ることです。学校・学級数が減
ればその分教師が要らなくなり、新規採用が抑えられるからです。すで
に、生徒の募集減による教職員の年齢構成の「高齢への偏り」が深刻で
す。０９年現在、全県で２０代の教諭はわずか３６人（１．８％）で
す。若いホームルーム担任やクラブ顧問がおらず、ある学校では、生徒
が「うちの学校はおじいちゃん学校だ」と言います。若い教職員がいな
い学校は、思春期・青年期の子どもたちとつながる力が弱くなり、欠陥
の学校です。
　
　第５に、全県一学区の問題点がさらに深刻になります。地域の学校が
なくなり通学の時間や費用が増えたり、地域と高校のつながりが薄れま
す。入試競争と学校の序列化がさらにすすみ、それは新たな統廃合の条
件をつくります。
　
　
　県教委は「子どもの減少」を統廃合の理由にします。確かに、この１
９年間で7000人の子どもが減りました。しかし、１９９０年は、生徒が
最も多くマンモス校がたくさんありました。体育館には全員が入れず行
事や部活動で、みんなガマンしていました。２００９年は生徒が最も少
なく、学校はちょうど良い状態になりました。子どもの減少で学校が
ちょうど良い状態になったことを無視して、統廃合の理由にすることは
一種のトリックです。


